
Ⅳ　利用・保全上の問題点
　本調査は、前述のように海域空間の利用、海底資源の開発、沿岸漁業の振興などの基礎資
料として利用されることを目的として、縮尺１/25,000でさまざまな情報を盛り込んだもの
である。しかし、海域における水深測定線の密度や配置からして、航海に直接利用できない
ことは注記されている通りである。
　本調査地域は、海域、陸域ともに、古第三系からなる堅硬な基盤岩が卓越し、大型構造物
の構築に対しても十分な基礎となる地盤条件を備えた地域である。しかし、本調査では基盤
岩を始めとする地質・土質状況について、土木的に重要な力学的特性の検討や評価は行って
おらず、構造物などの計画・設計にあたってはより詳細な調査・検討が必要であると考えら
れる。また、本調査地域の南部には、雲仙・天草国立公園が設定されており、豊かな自然が
残されている地域である。このため、構造物構築などの開発計画にあたっては、自然環境の
保全に十分留意した計画の立案が求められる。
　本調査地域の九州地方を始めとして、中国、四国地方を含む西南日本では、建設用骨材の
砂利や砂について河川・陸上そして山地からの供給が乏しく、特に細骨材である砂について
は、そのほとんどを海砂に頼っている。本調査海域には、獅子島の北方を始めとして多くの
砂堆が形成されており、将来的にこれらが細骨材の供給源として注目される可能性がある。
これらの砂堆は分布深度からみて、現在もなお堆積・侵食を繰り返している地質的に新しい
堆積物である。このため、骨材としての利用を考える場合には、堆積物の供給源や供給量お
よびその運搬営力などについて事前に十分な検討を行い、採取による沿岸部の海岸侵食や自
然環境の変化などについて留意することが不可欠である。また、本調査における底質採取の
結果からみると、砂堆を形成する堆積物には非常に多くの貝殻片が混入しており、骨材とし
て使用する場合にはコンクリート強度の低下に対する検討が必要と考えられる。さらに、粒
度分析結果から、砂堆を形成する堆積物は泥質～礫質まで粒度分布が広く、粗粒率について
は優れていると考えられるが、有害な泥質分の除去についての検討が必要と考えられる。
　本調査海域では漁業が盛んに行われており、現在はまだ豊かな漁場であるが、年々漁獲量
が減少している。将来の安定した漁業の維持のためには、人工漁礁の設置による漁場の造成
や、養殖漁業の振興など、栽培漁業への指向も必要になると考えられる。幸いなことに、本
調査海域は比較的潮流の速い海域であり、養殖漁業の実施による海域の富栄養化などの問題
は生じにくい海域であると考えられる。
　また、豊かな自然を活用するために、特に海浜地域を含めたレクリエーション施設の整備
や、その施設活用のための海上交通を含めたアクセス網の整備が望まれる。ただし、このよ
うな施設の造築や開発にあたっては、自然景観の保護や他の海域空間利用の事業との十分な
調整が必要であると考えられる。
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